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衆
議
院
議
員
渡
辺
喜
美
君
提
出
「
賠
償
機
構
法
案
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
一
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
六
日
の
衆
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

柿
澤
未
途
衆
議
院
議
員
（
以
下
「
柿
澤
議
員
」
と
い
う
。
）
か
ら
、
「
経
済
産
業
省
さ
ん
が
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
、
自
民
党

に
根
回
し
を
し
た
と
き
に
使
っ
た
と
い
う
ペ
ー
パ
ー
が
あ
り
ま
す
。
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
、
同
年
八
月
一
日
の

参
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
松
田
公
太
参
議
院
議
員
か
ら
、
当
該
文
書
を
配
布
し
た
上
で
、
修
正

案
発
議
者
と
し
て
答
弁
に
立
っ
た
西
村
康
稔
衆
議
院
議
員
（
以
下
「
西
村
議
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
質
疑
の
中
で
、
柿

澤
議
員
の
発
言
も
引
用
し
つ
つ
、
「
西
村
議
員
は
多
分
見
覚
え
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
」
と
の
発
言
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
日
、
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
の
理
事
懇
談
会
の
場
に
お
い
て
、
同
委
員
会
の
理
事
で
あ
る
西
村
議

員
か
ら
、
中
山
経
済
産
業
大
臣
政
務
官
に
対
し
て
、
事
実
関
係
の
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
同
理
事
懇
談
会
に
報
告
す
る

よ
う
求
め
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
同
月
二
日
に
同
大
臣
政
務
官
が
回
答
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
（
二
）
及
び
（
三
）
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
文
書
は
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
与
野
党
の
修
正
協
議
が

本
格
化
す
る
前
に
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
与
党
に
お
い
て
法
案
の
修
正
協
議
を
担
当
し
て
い
た
国
会
議
員
（
以
下
「
担
当
与

党
議
員
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
政
府
の
考
え
方
を
担
当
与
党
議
員
に
対
し
て
説
明
す
る
た
め
、
内
閣
官
房

の
担
当
室
（
以
下
「
担
当
室
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
作
成
し
、
担
当
与
党
議
員
に
手
交
し
て
い
る
が
、
野
党
に
お
い
て
法

案
の
修
正
協
議
を
担
当
し
て
い
た
国
会
議
員
に
対
し
て
は
手
交
し
て
い
な
い
。

一
の
（
四
）
に
つ
い
て

担
当
室
か
ら
、
経
済
産
業
省
も
含
め
、
関
係
す
る
省
庁
の
担
当
者
に
対
し
て
当
該
文
書
を
手
交
し
て
い
る
。

二
か
ら
五
ま
で
及
び
八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
政
府
の
閣
議
決
定
し
た
法
案
に
つ
い
て
、
修
正
を
与
党
議
員
に
提
案
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
担
当
与
党

議
員
か
ら
、
国
の
責
任
の
明
記
や
勘
定
区
分
の
導
入
等
、
自
由
民
主
党
か
ら
提
示
さ
れ
た
法
案
の
条
文
修
正
に
係
る
具
体
的

な
論
点
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
の
考
え
方
を
説
明
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
、
担
当
室
が
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

担
当
室
か
ら
、
法
案
の
修
正
を
行
う
よ
う
に
、
担
当
与
党
議
員
に
対
し
て
提
案
し
た
も
の
で
は
な
い
。

一
般
に
、
政
府
提
出
の
法
律
案
の
修
正
協
議
が
与
野
党
間
で
行
わ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
与
党
か
ら
政
府
内
の
担
当
部
局
に

二



対
し
て
意
見
照
会
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
法
律
案
を
担
当
す
る
大
臣
等
の
指
示
の
下
で
、
担
当
部
局
の
職
員
が
照
会

に
対
応
し
て
き
て
い
る
。
今
般
の
事
例
に
お
い
て
も
、
修
正
協
議
の
状
況
に
つ
い
て
、
法
案
を
担
当
し
、
担
当
室
の
事
務
を

所
掌
す
る
海
江
田
原
子
力
経
済
被
害
担
当
大
臣
等
に
随
時
相
談
し
つ
つ
、
担
当
室
に
お
い
て
対
応
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
担
当
室
の
職
員
の
職
務
の
範
囲
内
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
文
書
に
示
さ
れ
た
基
本
的
な
考
え
方
は
、
海
江
田
原

子
力
経
済
被
害
担
当
大
臣
等
が
国
会
に
お
い
て
答
弁
し
て
き
た
内
容
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

政
府
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
十
四
日
に
法
案
を
閣
議
決
定
し
、
同
日
に
国
会
に
提
出
し
て
お
り
、
以
降
、
法
案
に
つ
い

て
国
会
に
お
い
て
御
審
議
い
た
だ
く
た
め
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
等
に
所
属
す
る
国
会

議
員
を
中
心
に
、
法
案
の
内
容
及
び
必
要
性
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
き
て
い
る
が
、
具
体
的
に
誰
が
誰
と
い
つ
ど
こ
で

会
っ
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
先
方
と
の
関
係
も
あ
り
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

七
に
つ
い
て

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十
四
号
）
の
枠
組
み
は
、
大
規
模
な
原
子
力
災
害
が
生
じ
た

際
に
は
、
単
独
の
原
子
力
事
業
者
の
み
で
は
巨
額
の
損
害
賠
償
等
に
対
応
し
き
れ
な
い
と
の
現
実
を
踏
ま
え
、
全
て
の
原
子

三



力
事
業
者
に
よ
る
相
互
扶
助
を
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

仮
に
、
相
互
扶
助
の
考
え
方
に
基
づ
か
ず
、
原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
に
お
い
て
、
一
原
子
力
事
業
者
の
賠
償
支
援
に

係
る
勘
定
の
み
を
区
分
し
て
管
理
す
る
場
合
に
は
、
会
計
上
の
扱
い
と
し
て
、
当
該
機
構
に
対
し
て
将
来
に
わ
た
り
納
付
す

る
こ
と
に
な
る
負
担
金
の
全
て
を
当
該
事
業
者
が
一
度
に
債
務
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ

の
場
合
、
当
該
事
業
者
は
債
務
超
過
に
陥
る
な
ど
経
営
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
、
損
害
賠
償
や
事
故
処
理
に

支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
同
法
の
枠
組
み
が
続
く
限
り
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
株
式
会
社
が
債
務
超
過
に
陥
る
こ
と
に
よ
っ
て

損
害
賠
償
支
払
が
滞
る
と
い
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
。

四


